
生
活
の
木

生
活
の
木 ふ

く
や

ナ
ノ
ラ
ン
シ
ョ
ッ
プ

あ
か
ば
な
ー

首里ほりかわ首里ほりかわ

SuiSui

阿波連商店

知
念
製
菓

知
念
製
菓

新
垣
ち
ん
す
こ
う

新
垣
ち
ん
す
こ
う

島
ラ
ー
メ
ン
正
志
や

島
ラ
ー
メ
ン
正
志
や

セ
ン
ト
ラ
ル
陶
芸
館

セ
ン
ト
ラ
ル
陶
芸
館

草木屋草木屋

あや～のそばあや～のそば

通堂

あらぐすくそば

大中町クラブ大中町クラブ

●
中
城
御
殿
跡

の
あ
る
風
景

水

●
羽
地
朝
秀
旧
宅
跡

●
仲
里
御
嶽

●
大
中
大
石
跡

蔡
温
ら
に
よ
る
風
水
見
分

創
業
以
来
、
天
然
醸
造
の
味
を
守
り
続
け
る

首
里
で
唯
一
の
味
噌
工
場

高
温
多
湿
な
気
候
と
豊
富
な
水
源
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
の
醸
造
文
化
の
中
心
で
あ
っ

た
首
里
。
安
谷
川
坂
沿
い
で
現
在
も
味
噌
醤
油
づ
く
り
を
営
む
玉
那
覇
味
噌
醤
油
は
、
百

五
十
年
に
わ
た
っ
て
昔
な
が
ら
の
味
を
私
た
ち
の
食
卓
へ
届
け
て
い
ま
す
。

﹁
玉
那
覇
味
噌
醤
油
﹂

老
舗
な
ら
で
は
の

心
意
気
が
息
づ
く
味
噌

歴
史
あ
る
工
場
と

手
作
業
が
味
の
底
力

伝
統
の
味
を

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
へ

士
族
の
風
雅
な
暮
ら
し
ぶ
り
が

う
か
が
え
る
「
仲
田
殿
内
」

耳
切
坊
主
の
昔
話

な
か
ぐ
す
く
う
ど
ぅ
ん
あ
と

は
ね
じ
ち
ょ
う
し
ゅ
う
き
ゅ
う
た
く
あ
と

な
か
ざ
と
う
た
き

う
ふ
ち
ゅ
ん
お
お
い
し
あ
と

（
撮
影
・
小
倉
英
三
郎
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
ビ
ー
）

▲中城御殿の家門（正門）　那覇市歴史博物館所蔵

安
谷
川
（
ア
ダ
ニ
ガ
ー
）
大
中
町
　
　

　
中
城
御
殿
と
は
、
世
継
ぎ
の
王
子
（
世

子
）
ま
た
は
そ
の
屋
敷
を
さ
し
、
中
城
間

切
を
領
有
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
当
初
、真
和
志
村（
現
在
の
首
里
高
校
）

に
あ
り
ま
し
た
が
、
一
八
七
五
年
（
明
治

八
）
に
大
中
村
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）、
廃
藩
置
県

の
首
里
城
明
け
渡
し
に
よ
り
、
尚
泰
王
や

そ
の
家
族
も
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
尚

泰
王
の
東
京
移
住
後
は
、
尚
侯
爵
家
首
里

邸
と
し
て
国
王
の
家
系
の
人
々
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。

　
当
時
の
敷
地
は
三
千
坪
（
九
九
〇
〇
㎡
）

余
、建
物
は
別
棟
を
除
い
て
八
〇
〇
坪
（
二

六
四
〇
㎡
）
余
あ
り
、
主
要
建
物
の
二
〇

数
棟
は
連
結
し
て
群
立
し
、
内
部
は
男
性

だ
け
の
表
御
殿
（
前
）
と
女
性
だ
け
の
奥

御
殿
（
御
内
原
）
に
分
か
れ
、
そ
の
接
点

は
「
鈴
引
き
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
取
次

　
大
中
町
を
代
表
す
る
歴
史
的
な
偉
人
は

羽
地
朝
秀
（
一
六
一
七
〜
一
六
七
五
・
中

国
名
を
向
象
賢
）
で
す
。
首
里
王
府
の
最

高
職
で
あ
る
「
摂
政
（
せ
っ
せ
い
）」
に

つ
き
、
一
六
〇
九
年
（
万
暦
三
七
）
の
島

津
侵
入
以
降
の
疲
弊
し
た
琉
球
社
会
に
政

治
改
革
を
打
ち
出
し
て
王
国
を
た
て
な
お

し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
琉
球
最
初
の
正

史
で
あ
る
『
中
山
世
鑑
』
を
編
纂
し
て
い

ま
す
。
羽
地
の
行
っ
た
改
革
は
そ
の
後
、

蔡
温
に
引
き
継
が
れ
、
近
世
琉
球
社
会
の

体
制
が
整
っ
て
い
き
ま
す
。

　
彼
の
生
ま
れ
た
羽
地
御
殿
跡
に
は
、
現

在
解
説
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
足

跡
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
首
里
大
あ
む
し
ら
れ
（
神
女
）」
が
管

轄
す
る
御
嶽
の
ひ
と
つ
。
西
の
大
御
嶽
と

東
の
小
御
嶽
か
ら
な
り
、「
首
里
古
地
図
」

に
も
石
垣
に
囲
ま
れ
た
大
小
の
御
嶽
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
米
軍
の
砕
石
採
取
や
宅
地
開
発

な
ど
で
破
壊
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
ふ

た
つ
の
御
嶽
を
合
祀
し
、
現
在
地
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。
移
転
後
も
大
中
町
の
自
治

　
カ
ー
ミ
シ
マ
シ
坂
、
大
中
坂
、
赤
土

毛
道
の
交
差
す
る
地
点
に
あ
っ
た
大
き

な
岩
。
こ
れ
ら
三
本
の
道
は
大
中
大
石

を
中
心
に
小
さ
な
ロ
ー
タ
リ
ー
を
つ
く

り
、
各
道
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。
一
六

五
四
年
に
琉
球
石
灰
岩
を
開
削
し
て
街

路
を
開
い
た
時
に
粉
砕
せ
ず
に
残
っ
た

も
の
で
、
付
近
は
蔡
温
に
よ
っ
て
風
水

見
分
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
砕

石
や
宅
地
開
発
等
で
現
在
は
残
っ
て
い

な
い
た
め
、
戦
前
の
写
真
の
み
が
そ
の

状
況
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
『
球
陽
』
に
よ
る
と
、
一

七
一
三
年
（
康
煕
五
二
）、

毛
文
哲
、
蔡
温
ら
に
よ
っ
て

首
里
城
・
玉
陵
な
ど
の
風
水

見
分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
首
里
に
あ
る
重
要
な

御
嶽
、
林
樹
に
つ
い
て
も
所

見
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
仲
里
御
嶽
の
地

は
大
変
良
く
、
大
中
の
「
石

ヌ
チ
ジ
」
は
山
脈
を
結
ぶ
所

な
の
で
土
を
傷
つ
け
た
り
、

石
を
破
壊
せ
ず
、
木
を
植
え

て
そ
の
地
力
を
助
け
る
べ
き

で
あ
る
と
鑑
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
琉
球
王
国
時
代
、
首
里
城
か
ら
島
尻
・

中
頭
・
国
頭
へ
宿
道
（
国
道
）
が
そ
れ

ぞ
れ
通
り
、番
所（
現
在
の
市
町
村
役
場
）

か
ら
番
所
へ
と
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
浦
添
へ
の
宿
道
は
、
龍
潭
の
北
側
松

崎
馬
場
か
ら
安
谷
川
御
嶽
を
通
り
、
浦

添
番
所
へ
通
じ
て
い
ま
し
た
。
安
谷
川

は
、
安
谷
川
坂
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
（
井
戸
）
は
、
長
方
形
に

一
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
ら
れ
、
周
り
の
石

積
み
は
「
あ
い
か
た
積
み
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
水
汲
み
の
広
場
は
、
石
敷
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
窪
地
の
た
め
排
水
は
、
石
造
り
暗
渠

を
通
り
川
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
当
時
の
石
工
の
す
ぐ
れ
た
技
術
が

伺
い
知
れ
ま
す
。

　
十
五
世
紀
中
ご
ろ
の
「
屋
良
く
わ
い

に
や(

ク
エ
ー
ナ)

」
に
も
謡
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、古
の
時
代
か
ら
こ
の
カ
ー

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
地
域

の
共
同
井
戸
と
し
て
、
ま
た
行
き
交
う

旅
人
の
喉
の
乾
き
を
潤
し
た
歴
史
を
感

じ
ま
す
。
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「
う
ふ
む
ら
う
ど
ぅ
ん
ぬ
、
か
ど
ぅ
な

か
い
。
耳
ち
り
ぼ
ー
じ
ぬ
立
っ
ち
ょ
ん

ど
（
大
村
御
殿
の
角
中
で
耳
無
小
僧
が

立
っ
て
る
よ
）」

　
沖
縄
の
人
々
な
ら
聞
い
た
こ
と
の
あ

る
「
耳
切
坊
主
」
の
童
歌
。
龍
潭
を
望

む
こ
の
一
帯
は
こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
場

所
で
す
。

　
中
城
御
殿
が
移
転
す
る
以
前
、
こ
の

地
は
大
村
御
殿
の
屋
敷
で
し
た
。
耳
切

坊
主
は
、
も
と
は
黒
金
座
主
（
ク
ル
カ

ニ
ジ
ャ
ー
シ
）
と
い
う
妖
術
を
使
う
怪

僧
で
す
。
黒
金
座
主
は
悪
事
が
多
い
た

め
、
尚
敬
王
の
命
令
を
受
け
た
大
村
御

殿
の
主
人
・
北
谷
王
子
が
、
座
主
の
耳

を
切
り
落
と
し
て
退
治
し
ま
す
。
し
か

し
そ
の
後
、
屋
敷
の
角
に
耳
の
無
い
坊

主
の
亡
霊
が
立
つ
よ
う
に
な
り
、
北
谷

王
子
の
家
で
は
、
男
の
子
が
生
ま
れ
る

と
早
死
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
続
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、「
男
の
子
が
生
ま
れ
た

ら
、
大
女
子
（
う
ふ
い
な
ぐ
）
が
生
ま

れ
た
」
と
言
う
こ
と
で
、
祟
り
を
避
け

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
泣
く
子
を
あ
や
す
と
き
の
子

守
歌
と
し
て
も
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

が
さ
れ
、
王
国
時
代
の
習
慣
や
祭
事
が
継

承
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
尚
邸
に
は
多
く
の
著
名
人
が
訪
れ
て
お

り
、
立
派
な
建
物
や
美
し
い
門
構
え
、
石

垣
や
琉
球
庭
園
等
は
こ
ぞ
っ
て
絶
賛
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
（
昭

和
二
〇
）
の
沖
縄
戦
で
建
物
内
に
保
管
さ

れ
た
多
数
の
宝
物
と
も
に
炎
上
。
重
要
な

資
料
も
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
戦
後
そ
の
跡
地
は
一
時
引
揚
げ
者
の
バ

ラ
ッ
ク
が
建
ち
、
そ
の
後
、
首
里
市
役
所
、

首
里
バ
ス
会
社
と
し
て
一
時
利
用
さ
れ
、

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
琉
球
政
府

立
博
物
館
が
建
設
さ
れ
、
復
帰
後
は
沖
縄

県
立
博
物
館
へ
。
以
来
約
四
〇
年
間
、
沖

縄
の
歴
史
文
化
、
自
然
、
美
術
工
芸
の
収

集
・
展
示
活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）、
沖
縄
県
立

博
物
館
は
新
館
建
設
に
よ
り
お
も
ろ
ま
ち

へ
移
転
し
て
お
り
、
首
里
の
ま
ち
づ
く
り

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
今
後
の
跡
地
利
用
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
で
祭
祀
が
行
わ
れ
大
事
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

仲里御嶽

▲大中大石 
　那覇出版社発行「写真集沖縄」より

▲「首里古地図」にみえる仲里小獄（右）大獄（左）
沖縄県立図書館所蔵

　
玉
那
覇
味
噌
醤
油
の
工
場
の
敷
地

は
、
羽
地
朝
秀
家
（
旧
宅
）
跡
の
隣
に

あ
り
、「
仲
田
殿
内
」
の
屋
敷
跡
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
椿
の
木
や
池
を
配
し
た

小
さ
な
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

　
井
戸
は
一
本
の
水
源
か
ら
出
口
を
二

つ
に
分
け
た
男
女
別
の
水
浴
び
場
で
、

男
性
用
の
「
男
水
」
が
丸
型
井
戸
に
、

女
性
用
の
「
女
水
」
は
厚
い
石
の
塀
で

片
面
を
囲
み
、
し
ゃ
が
む
と
姿
が
見
え

な
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶
安
谷
川
坂

　
田
邊
泰
著
「
琉
球
建
築
」
よ
り

　
歴
史
を
感
じ
る
ど
っ
し
り
と
し
た
杉
樽

の
中
で
、
熟
成
を
待
つ
褐
色
の
味
噌
。

　
玉
那
覇
味
噌
醤
油
の
歴
史
は
安
政
年

間
、
尚
泰
王
の
時
代
に
始
ま
り
ま
す
。
二

代
目
の
玉
那
覇
有
宏
氏
が
現
在
の
場
所
で

創
業
し
、
大
阪
高
専
で
醸
造
学
を
学
び
、

石
炭
を
利
用
し
た
本
格
的
な
醸
造
を
開

始
。
沖
縄
の
味
噌
工
場
で
先
進
的
な
存
在

で
し
た
。

　
レ
ン
ガ
煙
突
の
跡
が
残
る
工
場
は
、

隣
家
が
迫
る
立
地
で
あ
り
な
が
ら
、
石

垣
の
上
に
板
張
り
を
し
風
通
し
を
よ
く

し
て
い
ま
す
。
自
然
風
に
よ
っ
て
室
温

を
三
十
度
に
保
っ
た
箱
の
中
で
米
麹
を

ね
か
し
、
そ
の
後
国
産
米
と
丸
大
豆
、

泡
瀬
の
島
マ
ー
ス
で
仕
込
み
、
杉
樽
の

中
で
発
酵
さ
せ
ま
す
。
す
べ
て
熟
練
の

職
人
の
感
覚
を
頼
り
に
、
半
年
の
時
を

経
て
独
特
の
風
味
と
味
わ
い
に
育
て
上

げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　　
「
王
朝
味
噌
」（
一
〇
五
〇
円　
七
五

〇
グ
ラ
ム
）
と
一
般
的
な
味
噌
と
の
違

い
は
、
お
椀
か
ら
ふ
わ
っ
と
立
ち
上
る

ふ
く
よ
か
な
香
り
。
天
然
醸
造
な
ら
で

は
の
力
強
い
香
り
と
コ
ク
を
生
み
出
す

た
め
、
今
日
も
百
五
十
年
来
の
手
作
り

製
法
を
守
り
、
少
量
生
産
で
体
に
や
さ

し
い
味
噌
醤
油
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
、
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
に
も
明
確
に
わ
か
る

「
玉
那
覇
」
の
味
は
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
守
っ
て
い
き
た
い
首
里
の
味
で

す
。

※

仲
田
殿
内
の
一
般
公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

大中町大中町大中町首里の中心に
位置するまち

ウ フ チ ユ ン

首里の中心地として、上流士族の屋敷街だった大中
戦前までは大きな屋敷構えが建ち並ぶ、王都の雰囲
気を残したまちだったといわれています。現在も残
るスージ道（細道）をたどりながら、様々な旧跡を
たどってみませんか。

。


